
見てびっくり！！
～本当に同じ長さ？大きさ？～
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うずまきに見えて、

ただの円の集まり…

２人の私、こっちの「私」の方が

大きく見えますよね！



はじめに…
見てくれて、ありがとうございます。

この下の図のＶにはさまれた直線ですが、上の直線と

下の直線では、どちらが長いですか？

よく見てから、次のページを見て下さい。

2



下の方が長く見えますが、実は同じ長さです。
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最初のページの私も、同じ身長です。

ものさしで測ってみて下さい！

でも、左の私の方が大きく見えますよね。
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では、もう一つ！下のうずまき模様を見て下さい。

うずを巻いているように見えますが、

★の部分から、うずにそって一周してみたら！

（やってみましょう！）

うずなら、どんどん

内側へ入っていくはず…

ところが、もとの★に

戻ってきます。

ふしぎですね。

★



色の見え方の不思議
２つのまるのうち明るい（明度が高い）のはどちらでしょうか？

Enterキーを押すと右のまる
が動きます。

下の図は、図画工作「色って不思議」のスライドから

お借りしたものです。●の部分が同じ色なのに、ちが

って見えますね。

※「色」に興味がある人、このスライドも見てみましょう！



先ほどの直線や「この私」の大きさ、そして、

前のページの「うずまきに見えて、実はふつうの円」

のように、形・大きさ・長さ・色・方向などが、

ある条件のために実際とは違ったものとして

見えることをちょっとむずかしい言葉

ですが、「錯視（さくし）」
と言います。

右の絵の、「私」は同じ大きさだけど

左下の私の方が少し大きく見える！
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※これは、「ポンゾ錯視」という錯視です。



いつも、問題を解いたり、おうちの人と算数遊びで

勝負をして、頭を使っているみなさんに、

このスライドでは、あまり考えず、

「あらまあ、ふしぎ！！」

を体験してもらいます。

もし、あなたが「ふしぎ！！」と思ったら、

おうちの人にも見てもらいましょう！

これは、『算数とは関係ない…』と思っている人

いますか？

実は、とても関係があり、「長さや大きさが同じか」

「同じ形か」「平行になっているか」などは、

どれも算数の学習そのものです。

そういうことより、これはとにかく楽しいので、

さっそく始めましょう！
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※著作権（ちょさくけん）について

ここで使っている図や絵は、いろいろな本や

ホームページで公開されているものです。

ある特定のページでしか公開されていないものに

ついては、そのホームページの注意書きを見たり、

「お問い合わせ」先に連絡して、使っていいかどうか

を確認しています！

基本的に、このように教育の場でお金もうけに

使わないものは、「画像、使っていいです」

が多いです。
※ただし、このスライドのようにたくさんの人が見たり、

ホームページに載せたりするときには、確認が必要です。
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では、一番よく見かけるものから！

「はじめに」のページの直線の長さのように、

Ｖの字ではさまれた直線は、Ｖが内向きのもの（上）

より、Ｖが外向き（下）の方が長く見えます。
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※これは、
「ミュラー・リヤー錯視」
と言われる錯視です。



しかし、同じ長さです。

私は、２年生で「長さ」の学習をするとき、この図を見せて、

「同じ長さか、ものさしではかりたい！」というように

ものさしを使いたくなる教材として使っていました！
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これは、直線と同じように、同じ形の長方形でも、

上の長方形と下の長方形では、上の方が厚さがぶ厚い

長方形に見えます！

これも「同じ形の長方形」だと

いうことを説明するために、

直線の長さを確かめる必要が

ありますね。

それが言えることを説明するときに、

ものさしで長さや角度を測る必要があります。

測りたくなりますね。
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これは、「ウェイト・マッサロ錯視」
と言われる錯視です。



では、このテーブルの形（平行四辺形）は？

どう見ても、左の黄緑のテーブルの方が、細長く

見えませんか？ 赤いふたの箱も！！

でもやっぱり同じ形です。※シェパード錯視
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ふしぎですねえ

http://www.psy.ritsumei.ac.jp/~akitaoka/Shepardillusion.jpg
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「平行な直線」も、
まわりによけいなものが
入ると、平行に見えなか
ったり、そもそも
直線に見えなかったり
するものがあります。
※右の４本の直線は
平行です。
（ツェルナー錯視）

※下の２本は直線で平行
（へリング錯視）

ますますふしぎ
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正方形にはさまれた横向きの直線も、
少しななめにかたむき、平行には見えないけど、
やっぱり平行です。※カフェウォール錯視
※どうやって平行を説明しますか？

どう見ても
平行には
見えない…
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他にもいろいろありますが、同じ長さや大きさか、
平行かどうか、算数の学習で使う道具を上手に使って
調べてみて下さい！

左右の斜めの線は
ずれて見えますが、
実は1本の直線上に
あります。
※ポッゲンドルフ錯視

下の形の方が大きく
見えますが、実は
同じ大きさです。
※ジャストロー錯視

左右の小さく黒い
点は、上下にずれて
見えますが、実は
どちらも、同じ
高さにあります。
※ジョバネッリ錯視

確かめてみよう！



18

最後に、この「錯視」について調べていると、とても
びっくりするページ（サイト）を見つけました。
どうしても紹介したくて、このサイトの管理の方に
問い合わせて、許可を頂きました。

「北岡明佳の錯視のページ」というサイトです。
なんと「動いていないのに動いているように見える」
錯視です。これを見つけたとき、本当に驚いて、
この感動をみなさんに伝えたいと思いました！
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これ、どう見ても動いて見えますよね！ でも、一部分をじっと見ると、
止まっています。
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これ、絶対に動画だと思い、何度も画面をコピーして貼り付けて
みましたが、動いて見えます。感動です。
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おわりに
はじめは、以前からよく知っている算数に関係する
「錯視」について、いくつか紹介して楽しんでもらお
うと思っただけですが、調べているうちに、「錯視」
のおもしろさやすばらしさに
気付きました！
特に、最後にいくつか
紹介した北岡先生
のページは、驚きを
こえて、感動しました。
みなさんも、ぜひ
のぞいてみて下さい！

また会いましょう。


